
様式第４のホ（第４条、第５条関係） 
地下タンク貯蔵所構造設備明細書 

事 業 の 概 要 店舗において、ボイラー用燃料の貯蔵として地下タンク貯蔵所を設ける。 

タンクの設置方法 タンク室   ・    直埋設  ・   漏れ防止 

タ ン ク の 種 類 
 鋼製タンク    ・  強化プラスチック製二重殻タンク 
鋼製二重殻タンク  ・  鋼製強化プラスチック製二重殻タンク 

形    状 円筒型横置 常 圧・加 圧（       kＰa） 

寸    法 内径１，８００ｍｍ  胴長６，０００ｍｍ  全長６，７３８ｍｍ 容 量     １５，０００  ℓ 
（容積 １５，８８６  ℓ） 

材 質 、 板 厚 鋼板製ＳＳ４００ ６ｔ 

外 面 の 保 護  エポキシ樹脂 

危険物の漏れ検 
知設備又は漏れ 
防止構造の概要 

漏えい検知管（２５Ａ、２，５００ｍｍ）４本 

種      別 数 内 径 又 は 作 動 圧 
通 気 管 

無弁通気管  ３２  ｍｍ 
kＰa 

種      別 数 作 動 圧 
安 全 装 置 

                 kＰa 

可 燃 性 蒸 気 
回 収 設 備 

有（                    ） ・ 無  

タ 
ン 
ク 
の 
構 
造 
 
設 
備 

液量表示装置 フロート液面計 引 火 防 止 装 置 有 ・ 無 

タンク室又はタン 
ク室以外の基礎、 
固定方法の概要 

鉄筋コンクリート造厚さ３００ｍｍの基礎上に３００×４００Ｈの架台を３箇所設け、鋼帯バン

ド（９ｔ×６０）３本で 固定、１６Φのアンカーボルトにて浮上を防止する。 

注 入 口 の 位 置 建物西側 注 入 口 付 近 の 
接 地 電 極 有 ・ 無 

ポンプ設備の概要 オイルポンプ２基（ＯＣ－２５５－Ｍ０．２）による自動交互運転 

配      管 
埋設配管は、ＰＬＳ被覆鋼管（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）を使用、接合部は電気溶接、ペトロラタム
テープ（２．２ｍｍ）１／２巻き、防食テープ（０．４ｍｍ）１／２巻き。 
露出配管は、黒ガス管（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）を使用、接合部はネジ込み接続、錆び止め塗装。 

電 気 設 備 金属管配線で 施工 

消 火 設 備 第５種粉末消火器 ６ｋｇ×２本 

工 事 請 負 者 
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備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
２ 「直埋設」とは、二重殻タンクをタンク室以外の場所に設置する方法（地下貯蔵タンクを危険物の漏れを防止

することがで きる構造により地盤面下に設置する方法を除く。）をいう。 
３ 「鋼製強化プラスチック製二重殻タンク」とは、令第 13条第２項第２号イに掲げる材料で 造った地下貯蔵タ
ンクに同項第 1号ロに掲げる措置を講じたものをいう。 
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